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「効能又は効果」、「用法及び用量」、「禁忌を含む注意事項等
情報」等については電子添文をご参照ください。

配信

Rhoキナーゼ阻害薬 /α２作動薬配合剤
‒緑内障・高眼圧症治療剤‒

配合点眼液

処方箋医薬品：注意－医師等の処方箋により使用すること
〈リパスジル塩酸塩水和物・ブリモニジン酒石酸塩配合点眼液〉

主催：

グラアルファ Webカンファレンス

視聴方法は見開きページをご確認ください。▶▶▶

① インターネットを通じて、ご参加いただけるカンファレンスです。
② 講演時間中、インターネットを通じて、随時ご質問を受け付けております。
　 お寄せいただいたご質問は、講演の最後にご回答いただく予定です。

Webカンファレンスとは、

薬価基準収載

Webカンファレンス視聴に必要な推奨環境
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緑内障診療ガイドラインの改訂第５版が出版されました。クリニカルクエスチョンとその解説がおよそ半分
を占めるあたらしい形式になっています。９つのクリニカルクエスチョンのうち２つが原発閉塞隅角緑内
障（PACG）と、その前駆病態を含めた原発閉塞隅角病（primary angle closure disease: PACD）に関連
したクエスチョンでした。PACGに対する治療はレーザー虹彩切開術か白内障手術か？そして、原発閉塞
隅角症疑い（primary angle closure suspect: PACS）に対する手術治療の適応は？本講演では、PACD
の最新の話題について解説します。PACGの最大の疑問は、いつ、どの様に、どんな治療をするべきなのか？
だと思います。現在までの知見を踏まえて最新の考え方を解説いたします。また、開放隅角緑内障に関して
は、非常に選択肢が多く選択に迷うことが多くなっています。そうした状況のなか、新発売されたグラアルファ
配合点眼液を早速処方しています。グラアルファ配合点眼液への期待について、薬物作用の理解のしかた
のポイントを含めてお話しします。是非、ご視聴ください。オンラインでお会いしましょう。

講演概要

2023年1月31日（火） 19:00～20:00日時

　酒井 寛 先生演者

井上 賢治 先生

浦添さかい眼科 院長

井上眼科病院 理事長座長

※講演時間中は巻き戻し再生が可能です。（詳細は見開きページ）

※ご講演の後に総合討論のお時間を設けています。
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